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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

19 ヨシュア１４ Ⅰｺﾘﾝﾄ ３ イザヤ５３:６ ～１２
20 １５ ４ と ルカ ２２：３１～３２
21 １６ ５ り ローマ ８:２６～２８
22 １７ ６ な ヨハネ１７:６ ～１１
23 １８ ７ し ヤコブ ５:１３～２０
24 １９ ８ の ｴﾚﾐﾔ １０:１７～２５
25 ２０ ９ 祈 ｴﾚﾐﾔ １４:１ ～９
26 ２１ １０ り 黙示録 ４:１ ～１１

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日 無し
① 来年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 梅﨑洋子姉の霊肉の健康と働きの上に祝福を。
④ 山手教会（竹内紹一郎師、坊向輝國師）の上に祝福を。

１ 信徒伝道週間 本日は信徒による証しと賛美の礼拝です。
ご一緒に喜びと感謝をもって主を崇め賛美しましょう。
祈りの課題も出してください。

２ 聖徒の日・召天者記念礼拝 11月２日(日)午前10時 説
教:廣田守男牧師 当教会関係の召天者のご遺族関係者の
方々をお迎えして礼拝を守り、愛餐の時をと願っておりま
す。諸準備のためにもお祈り下さい。

３ 10月も中旬になり朝晩涼しくなりました。今年はインフ
ルエンザが流行しています。マスクを着用して礼拝に出席
しましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の
方々（杉崎幸子姉、中島きよゑ姉、高島美穂姉）のため続
いてお祈りしましょう。

４ 新会堂建築のため 続いて新会堂のために祈り捧げよう。
牧会短針 今週は教育週間・信徒伝道週間です。伝道の業
は牧師・伝道者の専門職と考えられがちですが、信徒一人ひ
とりが証し人として召されていることを心に留めましょう。
私たちが主イエス・キリスト様を信じて救われ、恵みの生涯
を送れるのは、ただ単に自己満足のためではなく、私たちと
同じように救いを必要としている方々を覚え、愛を持って家
族・友人・知人に接し、仕えていくためです。そのために先
ず私たちが聖霊の恵みに満たされ、託せられた魂のために祈
り続けましょう。
今週の牧師の予定 21日 こころの会 22日 朝祷会1100回

◎先週の報告 礼拝８名、役員会・教会懇談会８名、子ども教会2+5名
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◎今週の御言葉「信徒による証しと賛美」（103篇１節～５節）
「わがたましいよ。主をほめたたえよ。私のうちにあるすべてのものよ。聖

なる御名をほめたたえよ。」(103:1)

◎讃美歌略解 「輝く日を仰ぐとき」 O STORE GOD (『新
聖歌』21番，『讃美歌第二編』161番，『讃美歌21』226番）

神の創造のわざへの感謝をうたった賛美歌です。
作詞者カルル・ボーベリー Carl Gustav Boberg(1859-1940）
は、スエーデンで生まれました。船大工の息子だった彼は、
数年間船員として、後に木工を学び故郷で木工を教えていま
したが、19歳の時に回心を経験して伝道者となりました。
1890年から1916年まで週刊誌 Sanningsvittnet の編集者

を務め、また1912年から31年まではスエーデン国会の議員で
もありました。雄弁な話し手として、また才能に恵まれた書
き手として、彼は数冊の詩集を出版しました。

この歌詞は1885年に書かれました。白昼の雷鳴・稲光とい
う嵐の後、太陽の輝きを見、梢でさえずる鳥の声を聞いた彼
はひざをついて祈り、その後すぐにこの詩を書いたというエ
ピソードがあります。またボーベリーがある会合から帰る途
中、自然の美しさと夜のしじまに響く教会の鐘の響きにうた
れてこの詩を書いたというエピソードも伝えられています。

原作は”0 STORE GOD”という9節の詩です。現行のスエー
デンの賛美歌集Den Svenska Psalmboken(1986)では、歌詞の
初出をOkant urspurung(1889)としているため、『讃美歌21』
本体ではそれにならいました。しかし、LBWの解説書は、こ
の詩の初出を1886年3月13日付のMonsteras Tidningen とし
ており、詳細は現在調査中です。
0 STORE GODはスエーデン民謡です。ボーベリーはこの詩

を作ってから数年後にVarmland地方を訪れ、会衆が自分の詩
をこの旋律にのせて歌っているのを聞いて大変驚いたという
ことです。これはこの賛美歌を、この歌詞の組み合わせで上
記のSanningsvittnet(1891)に発表しました。ただし、この
詩には4分の3拍子の曲で、後にSvenska Missionforbundets
Sangbok(1894)において現在のような4拍子になりました。

この賛美歌はドイツ語に訳され、さらに20年後にロシア語
に訳されました。イギリス人宣教師スチュアート・ハイン
Stuart W.K.Hine(1889-?)が西ウクライナでこれを聞き、英
訳して発表しました。1939年、彼はイギリスの国内伝道にこ
の賛美歌を使い始め、英語圏に広がっていきました。‥

後年、ビリー・グラハムの大伝道集会などで用いられ、19
50年以降、アメリカで急速に有名になりました。日本でも中
田羽後の訳で『聖歌』(1958)に発表され、さらに『讃美歌第
二編』(1967)161番に収録されました。多少の言葉の手直し
で受け継がれています。

（『讃美歌21略解』、編者：日本基督教団讃美歌委員会、
発行：日本キリスト教団出版局）より引用）


